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351MHz 帯 デ ジタル 簡易 無線 戸別 受信 機 

AMBE 方 式 、3R( 登録 局 ) 

特定 小 電 力 無線 電話 装置 
(総務 省 技術 基準 適合 品 


XEALS30D 


467MHz 帯 デ ジタル 簡易 無線 戸別 受信 機 

AMBE 方 式 、3B( 免許 局 ) 

特定 小 電 力 無線 電話 装置 
(総務 省 技術 基準 適合 品 


XEAL40D 
取扱 説明 書 


本 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 
本 製品 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読 
みく だ さい 。 
お 読み に な っ た あと も 大 切 に 保管 し て こく だ さい 。 

また 、 補 足 シ ー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 こ の 取扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 
本 製品 は 免許 ・ 資 格 不要 の 特定 小 電力 無線 と し て 、 各 種 通信 に も お 使い いた だ け ま す 。 

本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 海 外 で は 使用 で きま せん 。 

This product is intended for use only in Japan. 


| 人 //// 


安全 上 の ご 注意 $$ 


本 製品 を 正しく 安全 に お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 

へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 必ず お 読み くだ さい 。 誤っ た 使い 方 で 生 

じ る 内 容 を 図 記号 と 共に 説明 し て いま す 。 その 表示 と 意味 は 次 の よう に な っ 
て いま す 。 


表示 表示 の 意味 
2 この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また 
語 本 は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 傷害 を 負 
/N 注意 う 可 能 性 が 想定 され る 内 容 、 及 び 物 的 損害 の 発生 が 想定 され 
る 内 容 を 示し て いま す 。 


図 記号 表示 の 意味 


(『) 生 し な けれ ば な ら な いこ と を 告げ る も の で す 。 
NN 
よ し て は いけ な いこ と を 告げ る も の で す 。 


天災 や 人 災 、 不 測 の 故障 な ど で 生 じ た 損 害 に つき まし て は 、 0 造 
元 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さ 


警告 


画 使用 環境 ・ 条 件 


《 ゅ 本 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の み で す 。 日 本 国外 で は 使用 で きま 
せん 。 
This product is permitted for use in Japan onIy. 
万 一 、 内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 
Q①⑪ 起こ す 恐 れ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 
目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 、 医 師 に ご 相談 くだ さい 。 
また 、 そ の 製品 は 必ず 点検 に お 出し くだ さい 。 


万 一 、 故 障 ・ 誤 動作 な ど が 原因 で 人 命 や 財産 が 失わ れる こと が あっ て も 、 
製造 元 及 び 販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


の ⑤ あ の の の 8 あの の や * 


電波 環境 や 使用 場所 の 状況 な どか ら 放送 を 受信 で き な か っ た こと で 発生 
し た 、 逸 失 利 益 に 対す る 責任 は 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


本 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使 用 し な い 
で くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 の 原因 と な り ま す 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 し な いで くだ さ 
い 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


本 製品 専有 、 ま た は 弊社 が 認め た 電源 アダ プター 以外 を ご 使用 に な っ て 
起き た 不具 合 は 、 理 由 を 問わ ず 製 品 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 


本 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 
易 合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 及 び 販 売 元 は その 責任 
を 負う も の で は あり ませ ん 。 


可燃 性 ガス の 発生 する 場所 や 発破 現場 の 近く で は 使わ か いで くだ さい 。 
防爆 仕様 で は あり ませ ん 。 静 電気 が 発生 し て 引火 、 爆 発 の 危険 が あり ます 。 


電子 機器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障害 に より 機器 の 故障 ・ 
誤動作 の 原因 と な り ま す 。 


航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 で は 使用 し な いで く 
だ さい 。 運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放 送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 
音 種 機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 

病院 や 医療 機関 で は 、 医 療 機器 な ど に 支障 が な いか 十分 に 確認 の 上 、 管 
理 者 の 許可 の も と ご 使用 くだ さい 。 

無線 機 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 
弊社 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

防水 、 防 塵 で は あり ませ ん 。 水分 や 粉塵 が 無線 機内 部 に 入っ て 故障 し た 
易 合 、 保 証 の 対象 に は な り ま せん 。 汗 や 工場 で 出る 鉄 糖 な ど は 意識 し て 
いな く て も 内 部 に 入り が ち で す の で 特に ご 注意 くだ さい 。 

第 三 者 の 通信 を 聞い て 知り 得 た 情報 を 無断 で 他人 に 話し た り 、 公 開 し た 
り 、 悪 用 する と 電波 法 が 定め る 通信 の 秘密 保護 条項 に 違反 し て 罰せ られ 
ます 。 


田 本 体 の 取り 扱い に つい て 


トー) 


本 製品 は 調整 済み です 。 特 定 小 電力 トラ ン シ ー バ パー を ユー ザー が 改造 、 
変更 する こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 
イヤ ホン を 使用 する と き は あら か じ め 音 量 を 下げ て くだ さい 。 有 聴力 障害 


の 原因 と な る こと が あり ます 。 イ ヤ ホ ン を 耳 に 装着 する 際 、 静 電気 が 放 
電 す る こと が あり ます が 、 異常 で は あり ませ ん 。 


画 電 涼 


の め め の 


本 体 や 電源 アダ プター を 他 の も の で う よう な 設置 は 避け て くだ さい 。 
熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 炊 災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
直射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


水 な ど で 濡 れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) に は 設置 し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


本 製品 の 近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さ 
い 。 こ ぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


アダ プター の 取り 扱い に つい て 


電源 アダ プター を AC コン セン ト に 確実 に 差し 込ん で くだ さい 。 
電源 アダ プター の プラ グ 部 分 に 金具 な ど が 触れ る と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 
の 原因 と な り ま す 。 


コン セン ト 、 配線 器具 の 定格 を 超え る 使い 方 や AC100V 以外 で は 使用 
し な いで くだ さい 。 


電源 アダ プター の コー ド を タコ 足 配線 し な いで くだ さい 。 発熱 ・ 発 火 の 
原因 と な り ま す 。 


濡れ た 手 で 電源 アダ プター に 触れ た り 、 抜 き 差 し し な いで くだ さい 。 
感電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


電源 アダ プター の プラ グ 部 分 に 、 ほ こり が 付着 し た まま 使用 し な いで く 
だ さい 。 
ショ ー ト や 発熱 に より 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐに 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 電 
源 ア ダ プ ター を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


異常 な 状態 の まま 使用 する と 、 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 修 
理 は 販売 店 か 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 くだ さい 。 本 製品 を 自分 で 
修理 する こと は 技術 基準 適合 上 の 理由 で 禁じ られ て いま す 。 

画 異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 四 い が する と き 

男 異常 な 発熱 を 感じ た と き 

画 内 部 に 液体 や 異物 が 入っ た と き 

較 電源 アダ プター の コー ド が 傷ん だ と き ( 忌 線 の 忠 出 や 断線 な ど ) 
外観 に 異常 を 見 つけ た と き 


リリ 


画 保守 


⑳ 


本 製品 は 画 に 対す る 保護 や 性 能 を 保証 し て お り ま せん 。 
雷 が 接近 し て いる 場合 は 、 電 源 ア ダ プ ター は 使用 し な いで くだ さい 。 


・ 点 検 


本 体 や 充電 器 の ケー ス は 、 開 け な い で くだ さい 。 け が ・ 感 電 ・ 故 障 の 原 
因 と な り ま す 。 内 部 の 点検 修理 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 弊社 サー 
ビス セン ター に ご 依頼 くだ さい 。 


人 注意 


画 使用 環境 ・ 条 件 


あめ や の の の る のぶ 


電化 製品 、 工 業 機械 、 電 子 機器 な どの 近く で は 、 電 波 障害 を 受け た り 、 
与え た りす る こと が あり ます 。 


極端 に 湿度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 に は 設置 
し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 提 に 暖か い 所 へ 移動 する と 、 製 品 に 露 が 
付く 場合 が あり ます 。 内 部 が 結露 する と ショ ー ト な ど 故 障 の 原因 と な り 
ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 設置 し な いで くだ さ 
い 。 沙 ち た り 、 倒 れ た り し て 故障 や けが の 原因 と な る こと が あり ます 。 


調理 台 や 加湿 器 の そば な ど 湯 煙 や 湯気 が あたる 場所 に は 設置 し な いで く 
だ さい 。 炊 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 な ど 、 異 常に 温度 が 高く な る 場所 に は 設置 し な い 
で くだ さい 。 ケ ー ス が 変形 ・ 変 色 す る こと が あり ます 。 


イヤ ホン マイ ク な ど が 汗 や 水 で 濡れ た と き は 拭き 取っ て くだ さい 。 水分 
が ケー ブル を 伝っ て 機器 内 部 へ 入る と 故障 の 原因 と な り ま す 。 


グル ー プ トー ク 機 能 を 使用 する 際 、 特 定 の 番号 に お いて 異な る 機種 と の 
間 で 通話 が 途切れ る 場合 が あり ます 。 こ の よう な 時 は 違う 番号 を 選ん で 
通話 を お 試し くだ さい 。 こ れ は グル ー プ トー ク 機 能 に 使わ れる トー ン 信 
号 の 精度 が 機種 に よっ て ば ら つ く こ と に よる 相性 の た めで あり 故障 で は 
あり ませ ん 。 


リ 
Q 


イン バー ター を 搭載 し た 電子 機器 や 照明 器具 な どの 周辺 、 ハ イブ リッ ド 
カー や 電気 自動 車 な どの 車内 や 周辺 で は ノイ ズ の 影響 で 電波 障害 を 受け 
る こと が あり ます 。 


磁気 カー ド を 無線 機器 の 近く に 置か な いで くだ さい 。 磁気 カ ー ド の デー 
タ が 消去 され る こと が あり ます 。 


画 本 体 の 取り 扱い に つい て 


の の の る ぶる 


アン テ ナ 先 端 な どの 突起 物 が 、 目 や 鼻 な ど 傷 つぼ や すい 部 位 に 当たら な 
いよ う ご 注 意 く だ さい 。 


長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 液 も れ を 防ぐ た め 電 池 を 取り 外し 、 電 
源 ア ダ プ ター を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


アン テ ナ や 取っ 手 を 持っ て 本 体 を 振り 回 し た り 、 投 げた り し な いで くだ 
さい 。 け が や 故障 、 破 損 の 原因 と な り ま す 。 


ツマ ミ や ネジ な ど を 無理 に 外し た り 、 回 し た り し な いで くだ さい 。 故障 
の 原因 と な り ま す 。 


マイ ク 穴 を ステ ッ カ ー や ラベ ル で ふさ が な いで くだ さい 。 声 を 拾わ な く 
な り ま す 。 


一 電源 アダ プター の 取り 扱い に つい て 


の の 


電源 アダ プター を 抜く と き は 、 コ ー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 必 ず 、 電 源 ア ダ プ ター 
本 体 を 持っ て 抜い て こく だ さい 。 


電源 アダ プター を 熱 器 具 に 近づけ な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 ・ 変 形 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


ーー トー 


お 手入れ の 際 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て 電池 を 取り 
外し 、 電 源 ア ダ プ ター を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


汚れ た 場合 は 柔らか いき れい か な 布 で 乾拭き し て くだ さい 。 パ ー ツ クリ ー 
ナー、 ベ ンジ ン 、 シ ン ナ ー な どの 溶剤 を 使う と 故障 の 原因 と な り ま す 。 


オプ ショ ン の マイ ク や イヤ ホン を お 使い の と き は 、 ケ ー ブ ル を と きど き 
湿ら せ た 布 で 拭い て くだ さい 。 汗 や 皮脂 は ケー ブル を 劣化 させ る 原因 と 
な り ま す 。 

技術 基準 適合 証明 ラベ ル お よび 製造 番号 ラベ ル を は が さ な い で くだ さ 
い 。 製品 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 


安全 上 の ご 注意 


使用 前 の ご 注意 … 


画 ご 使 


田 分 解 し な いで 
較 乾電池 の 交換 時 期 に つい て … 


画 ご 使 


禁 上 場所 …… 
較 特定 小 電力 無線 通信 


較 第 三 者 に よる 傍受 … 


弄 グル ー プ トー ク 機 能 | 
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すぐ 使用 前 の ご 注意 $$ 


較 ご 使用 環境 


高温 、 多 湿 、 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 粉 じん の 多い 場所 を 避け て 設置 し こく だ 
さい 。 


一 分 角 し な いで 
本 製品 は 調整 済み で す 。 分解 、 改造 する こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


画 乾電池 の 交換 時 期 に つい て 
1 年 に 一 度 は 新しい 乾電池 に 交換 し て くだ さい 。 


局 流 が 0mA に な っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 従 っ て 、 乾電池 運用 は 停電 時 等 の 皿 
人 時 以外 は し な いで くだ さい 。 通常 は 付属 の 電源 アダ プター を 使用 し て くだ さい 。 
尚 、 乾 電池 運 拓 を 切っ た 時 の 消音 流 は 最大 和 80mA で す 。 


男 ご 使用 禁止 場所 


本 製品 は 総務 省 技 術 基 準 適合 品 で す が 、 使 用 場所 に よっ て は 思わ め ぬ 電 波 障害 を 引 
き 起こ すこ と が あり ます 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 ・ 空 港 敷 地内 ・ 新 幹線 車両 内 ・ 中 継 局 周辺 ) 


本 製品 を 使用 で きる の は 日 本 国内 の み で す 。 国 外 で は 使用 で きま せん 。 
This product is permitted for use in Japan onIy. 


画 特定 小 電力 無線 通信 距離 


通話 で きる 距離 は 周囲 の 状況 や 取り 付け 方 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 

・ 海上 、 山 頂 な ど 条 件 の よい 所 : 1km ~- ら km 程度 

・ 河川敷 な ど 障 害 物 の な い 平地 : 500m - 1km 程度 

・ 見 通し の よい 人 道 、 郊 外 の 住宅 地 : 500m 程度 

・ 市 街 地 の よ うな 障害 物 の 多い 所 : SG00m 程度 

・Low バ パワー (1mW) で の 通信 距離 は 半分 以下 まで 短く な る 場合 が あり ます 。 


失 本 機 の 電源 を 切っ た 状態 で も 皿 女 放送 の 受信 に 対応 し て いま す の で 、 完 全 に 消費 電 


エ ・ 建 屋内 の 縦 階層 間 の 通話 は フロ ア が 障害 物 に な る た め 、 直 線 で は 十 数 メー トル の 近 
て も 通話 で き な い こと が あり ます 。 こ の よう な 場合 は 中 継 器 を 設置 する 
こと で 通話 エリ ア を 広げ る こと が で きま す 。 
・ 人 体 を 含む 障害 物 や アン テ ナ の 向き 、 歩 く な ど 移動 に よる 影響 を 受け る と 、 通 話 距 
離 は 半分 程度 まで 短く な る こと が あり ます 。 
・ トン ネル の よう な 閉鎖 的 空間 で は UHF 電波 伝播 の 特性 に より 近 距 離 で も 通話 で き 
な いこ と が あり ます 。 


間 
\ 二 
器 
合 
jl 


田 第 三 者 に よる 傍受 


電波 を 使用 し て いる 関係 上 、 無 線 機器 の 通話 は 第 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 阻止 す 
る こと は で きま せん 。 
その た 機密 を 要する 重要 な 通話 に 使用 する こと は お 勧め で きま せん 。 


田 グル ー プ トー ク 機 能 に つい て 
従来 製品 と グル ー プ トー ク に よる 通話 を お こ な っ た 際 、 受 信 音 声 が 途切れ る こと 


が あり ます 。 
この よう な 場合 は 違う グル ー プ 番号 に 設定 変更 し て 通話 を お 試し くだ さい 。 


田 デジ タル 音声 通信 に つい て 

本 機 は 米国 DVSI 社 の 開発 し た AMBE(Advanced Multi-Band Excitation) 方 
式 に よる 音声 圧縮 技術 を 採用 し AMBE+ ら "" を 使用 し た 他 の デジ タル 簡易 無線 
(XEAL40D は 種別 コー ド :3B、XEAL3OD は 種別 コー ド :3R) と の 互換 性 を 確 
保 し て いま す が 、AMBE+ ら "" 以外 の 音声 圧縮 技術 (RALCWI 方 式 な ど ) を 使用 
し た デジ タル トラン シー バー と の 互換 性 は あり ませ ん 。 

The AMBE+ ら 2TM voice compression Software included in this product 
jsS protected by intellectual property rights including patent rightS, 
CODyrights and trade secrets of Digital Voice Systems, Inc. The 
user Of this software iS exDlicitly prohibited from attempting to 
decompile, reverse engineer, Or disassemble the object code, Or in 
any other way convert the object code into a human-readable form. 
US Patent Nos.: #8.595.002, #8.359,197, #8. ら 00.497, and 
#6.912.495. 
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る 主 な 特長 $$ ぐ $ 


田 本 製品 、 デ ジタル 簡易 無線 用 戸別 受信 機 に つい て 


・ AM/FM ラジ オ 放 送 が 受信 で きま す 。 

・ 特定 小 電力 無線 、 及 び ア マチ ュ ア 無線 周波 数 の 一 部 も 受信 で きま す 。 

・ 特定 小 電力 無線 機 と し て も 使用 で きま す 。 

・ し 、 停 電 時 に は 自動 的 に 乾電池 駆動 に 切り 替わり 

・ ラ ジオ 受信 中 また は 電源 オフ の 場合 で も デジ タル 簡易 無線 の 受信 が 可能 で す 。 
た だ し 、 電 源 オ フ の 場合 は 、 緊 女 放 送 の み 受 信 し ます 。 (当社 製 対応 トラ ン シ ー 
バー を 送信 機 と し て 使用 時 ) 

・ 緊 切 放 送 を 受信 し た 場合 、 音 量 ツ マミ の 位置 に か か わら ず 設 定 さ れ た 最大 音量 
に な り ま す 。 

・ 本 製品 は 選択 呼出 装置 (ユー ザー コー ド 、 ト ー ン グル ー プ 等 ) を 内 蔵 し て いま 
す の で 、 親 局 よ り 選 択 呼出 信号 を 受け た と きのみ 放送 を 聴取 する こと が で きま 
す 。( 当 社 製 対応 トラ ン シ ー バ ー を 送信 機 と し て 使用 時 ) 

・ 緊 女 放 送 通 常 放送 を 自動 で 録音 し ます 。 

・ デ ジタル 簡易 無線 の 周波 数 を 最大 3 チャ ン ネ ル 登 録 す る こと が で き 、 複 数 の チャ 
ン ネ ル を 登録 し た 場合 は 常に 順番 に 受信 し て いま す の で 、 他 局 に よる チャ ン ネ 
ル 使用 を 避け な が ら 放 送受 信 を 行う こと が で きま す 。 

・ 通常 は ロッ ドア ン テ ナ を 使用 し 、 電 波 の 弱い 場所 で は 外部 アン テ ナ も 使用 で き 
ます 。( ロッ ドア ン テ ナ は デジ タル 簡易 無線 及び FM ラジ オ 受 信用 で す 。 特定 小 
電力 無線 、 ア マチ ュ ア 無線 及び AM ラジ オ は 内 蔵 ア ン テ ナ と な り ま す 。 ) 


特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て 金 
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画 特定 小 電力 無線 の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 


・ 9 婦 制 限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) 
10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 通 信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 
し ます 。 中継 通信 の 場合 も 連続 し た 中 継 動作 が 3 分 を 越え る と タイ ム ア ウ ト し 
ます 。 3 分 の 通信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 通信 が 停止 し た 後 は 、 約 ら 秒 た た 
な いと 次 の 送信 は で きま せん 。 


・ キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) 
一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は 送信 ボタ ン を 押し て も 送信 で きま 
せん 。 受信 中 に 送信 ボタ ン を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を お 
知ら せ し ま す 。 


付属 品 の 確認 


本 製品 に は 以下 の も の が 付属 し て いま す 。 ご 使用 前 に 確認 し て くだ さ 
電源 アダ ブタ ー (EDC209) 1 個 
壁掛 け 用 台座 (FP0474) 1 個 
取り 付け ネジ (AE0057) ら 本 
取扱 説明 書 (本 書 ) 

保証 


ぐ 王 意 保証 書 は 購入 店 名 、 購 入 日 の 記入 (また は 再 テッ カー 貼付 け な ど ) と 、 記 載 の 製 
へ “、 造 番 号 を お 確か め の 上 、 本 書 と 一 緒 に 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 

記載 が な いと き は 販売 店 2 納品 書 な ど 購 入 店 と 購入 日 が 証明 で きる 書 
類 を 一 緒 に 保存 し て くだ さい 
購入 店 と 購入 日 が 証明 で き な い 場合 は 製品 保証 が 無効 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


弊社 純正 、 ま た は 弊社 が 認め た アク セ サ リ ー 以 外 を ご 使用 に な っ て 起き た 不具 合 
は 保証 期間 の 有無 を 問わ ず 有 償 修 理 に な り ま す 。 他 の 無線 機 メ ー カ ー 製 オプ ショ 
ン 品 は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 ア クセ サザ サリー 専業 
メー カー の 製品 で あれ ば 、 そ の メー カー に お 問い 合わ せく だ さい 。 


他社 製 ア クセ サリ ー に 起因 する 不具 合 は 、 弊 社 で 修理 や 改造 で 対応 する こと は で 
きま せん 。 
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音 部 の 名 称 と 機能 


本 書 中 、「 長 押し 」 は 、 約 ら 秒 間 ボ タン を 押し 続け る こと を 表し ます 。「 押 す 」 は 、 
し っ か り と ボタ ン を 一 度 押 し て か ら 、 す ぐに 指 を 離す こと を 表し ます 。 


[前 面 ] 


折り た た み 式 取っ 手 


画 各部 の 機能 (前面 ) 


名 称 操作 
ボタ ン を 押す と 白色 ライ ト が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
消灯 一 一 字 旧 条 一 一 池 。 点 減 


① | ライ ト ボ タン | 


チャ ン ネ ル を アッ プ し ます 。 


@ 
p 
4 


③ | 選択 マ ボ タ ン チャ ン ネ ル を ダウ ン し ます 。 
選 局 (強制 般 除 ) 緊急 放送 ( 最大 音量 ) 受信 中 に 押す と 音量 固定 解除 と し て 動作 し 
④ |。 角 ます 。 


ボタ ン 


AM/FM 放送 を 受信 中 に 長押 し する と 選 局 (シー ク ) し ます 。 
ボタ ン を 押す と ラジ オ が 下記 の よう に 切り 替わり ます 。 
OFF - 一 字 AM ラジ オ ーーー- FM ラジ オ 


⑤ | ラジ オ (機能 ) ボタ ン 
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名 称 探 作 

ボタ ン を 押す と 、 銀 音 され た 放送 を 新しい も の か ら 順 に 再生 し き 
す 。 
長押 し する と 、 マ イク か ら 録 音 さ れ た も の を 再生 し ます 。 

⑯⑥ | 再生 ボタ ン 生 ボ タン を 押し な が ら へ ボタ ン を 押す と 放送 録音 を 全て 消去 し 
ます 。 

生 ボ タン を 押し な が ら マ ボタ ン を 押す と マイ ク 録 音 を 消去 し ま 

す 。 
笠 定 小 電力 無線 チャ ン ネ ル が 登録 され て いる と その チャ ン ネ ル で 

⑦ | 送信 ボタ ン 送信 する こと が で きま す 。 


また 、 特 定 小 電力 無線 機 モ ー ド で は PTT ボタ ン と し て 動作 し ます 。 
電源 を 入れ る に は 時 計 回 り ( 右 ) に 「 カ チッ 」 と 音 が する まで 区 
し ます 。 さ ら に 回 す と 音量 が 上 が り ま す 。 


音量 ツマ ミ 「 ら に 回 す と 半 6 5 
2 音量 を 下げ る に は 反 時 計 回 り ( 左 ) に 回 し ます 。 さ ら に 回 転 が 止 
(電源 スイ ッ チ 付き ) | よる まで 回 す と 電源 が 切れ ます 。 電源 を 切っ た 状態 で も 緊急 放送 
受信 に 対応 する た め 最 大 約 B0mA の 電流 を 消費 し て いま す 。 
田 ラン プ の 機能 
名 称 色 | ランプ の 状態 機能 
旨 点灯 未 再生 録音 あり 
@ | 再生 ラン プ | “ 点滅 生 中 
赤 点灯 | 放送 、 マ イク 録音 中 
ー 赤 訪 条 | 緊急 受信 中 
ne 
人 マント 誤 点灯 | 林 旋 放送 受信 時 強制 朋 除 中 
緑 点灯 | 肥 信 レベ ル が 強い 
⑩ | 受信 ラン プ | オレ ンジ | 上 NT | 記 信 レベ ル が や や 強い 
赤 京 灯 | 受信 レベ ル が 弱い 
点 条 5 アダプター で 販 動 中 
ー 点滅 R ア ダ プ ター で 駆動 中 、 乾 電池 消耗 また は 未 装着 
本 点 条 (乾電池 で 駆動 中 ) 
LEI 語 点 基 で 了 動 中 、 乾 電池 消耗 
オレ ンジ |  J | 特定 小 電力 勿 機 モ ー ド 
消 尋 | 寺 源 OFF 
本 点 条 色 ラ イト 点 姓 中 
MM 点 注 色 ラ イト フラ ッシュ 点 減 中 
京 誰 IAM ラ ジオ 放送 受信 中 
引 点 減 未 登録 チャ ン ネ / 
チャ ン ネ ル | 。、、、.| 点 思 |FM ラ ジオ 受信 中 
ラン 点滅 | 未 呈 録 チャ ン ネリ 
京 灯 |ACSH モー ド 時 チャ ン ネ ル 書 込み 済み 
由 点滅 |ACSH モー ド 時 チャ ン ネ ル 未 書き 込み 


15 


16 


[背面 ] 


① 
スト ラッ プ 用 穴 
9 評 
情 抽 (oe 
@- ゴ 
外部 ア ン テ ナ 
6 | 
④ DC 入力 
sa フ 
ビー ru 
乾電池 ホル ダー 計 用 


画 若 部 の 機能 ( 背 


名 称 操作 
デジ タル 簡易 無線 及び FM ラジ オ 受 信用 の アン テ ナ で す 。 
①⑪ | ロッ ドア ン テ フ デジ タル 簡易 無線 、 ま た は FM ラジ オ を 聴き な が ら 雑 音 が 最も 少 
な く な る よ うに 伸 ば し た まま 向き を 調整 し て くだ さい 
@ | 久 部 アン テ ナ コ ネ ク タ 2 し ます 。( 通常 は 使用 し ませ ん 。) 
別売 の スピ ー カ ー マ イ ク (EMS-62Y) 用 の 3.5 4 極 プ ラグ 
ジャ ツ ッ で す 。 
プラ グ の 配線 は 下記 の イラ スト を ご 参照 くだ さい 。 
く パ 
層 一 少 イク 
る ジャック 
の ④ | 電源 ジャ ッ ク ee 叶 源 アダ プター を 接続 し ます 。 運 用 専用 で す 。 充 電 は で き 
な 叶 画 特定 小 電 力 無線 の 送受 信 、 及 び アマ チュ ア 舞 線 受信 用 アン テ ナ は 本 体 に 内 哉 され て い 
全 補 つう 3 で 了 ド フ ン テ ナ 及び 外部 アン テ ナ コ ネクター に は 接続 され て いま せん 。 
AM ラジ オ は 内 蔵 / パー アン テ ナ で 受信 し ます 。 


将 種 動作 


・ 通常 は 電源 アダ プター で 動作 し 、 停 電 時 に は 自動 的 に 乾電池 駆動 に 切り 替わり 
ます 。 

戸別 受信 機 モ ー ド 、 特 定 小 電力 無線 機 モ ー ド の 2 つの モー ド を 切り 替え て 使用 
する こと が で きま す 。 お 買い 上 げに な っ た 時 点 で は 、 戸 別 受 信 機 モー ド と な っ 
て いま す 。 

戸別 受信 機 モ ー ド に は デジ タル 簡易 無線 最大 3 チャ ン ネ ル と 特定 小 電力 無線 、 
アマ チュ ア 無 線 そ れ ぞ れ 1 チャ ン ネ ル を 登録 する こと が で きま す 。 

デジ タル 簡易 無線 の 緊急 放送 、 通 常 放送 を 自動 的 に 録音 する こと が で きま す 。 
録音 を 再生 し て いる 状態 で デジ タル 簡易 無線 を 受信 し た 場合 、 自 動 的 に 再生 を 
終了 し デジ タル 簡易 無線 の 受信 状態 に 切り 替わり 受信 音声 を 聞く こと が で きま 


す 。 

特定 小 電力 無線 、 ア マチ ュ ア 無線 、 又 は AM/FM ラジ オ 放 送 を 受信 し て いる 状 
態 で デジ タル 簡易 無線 を 受信 し た 場合 、 自 動 的 に デジ タル 簡易 無線 の 受信 状態 
に 切り 替わり 受信 音声 を 聞く こと が で きま す 。 デ ジタル 簡易 無線 の 受信 が 終了 
する と 自動 的 に も と の 状態 に 戻り ます 。 

動作 の 優先 順位 は 下図 の 左 か ら 最 優先 と な り ま す 。( 例 : 特定 小 電 力 無線 送信 中 
緊急 放送 が 入っ て きた 場合 は 緊 女 放 送 の 受信 に 自動 的 に 切り 替わり ます 。 ま た 、 
ラジ オ を 聞い て いて 特定 小 電力 無線 が 入っ て きた と き は 特定 小 電力 無線 受信 に 
自動 的 に 切り 替わり ます 。) 


デ 笠 デ 特 ア ラ 
> 定 ジ 定 マ ジ 
タ 小 小 チ オ 
ル 電 ル 電 ユ 受 
簡 力 簡 カ ア 信 
計 易 舞 易 無 無 
最 優先 | 杏 | 一 | 線 | | 通 | "| 線 線 |~ 
妨 送 測 受 受 
用 信 放 信 信 
送 送 
受 受 
信 信 


デジ タル 簡易 無線 の 緊 女 放送 を 受信 し た 場合 、 音 量 ツ マミ の 位置 に か か わら ず 
最大 音量 に な り ま す 。 音量 が 大 きす ぎる 場合 「 強 制 解除 」 ボ タン を 押す と 通常 
の 音量 に 戻り ます 。 

音量 ツマ ミ を 「 切 」 に し た 場合 で も デジ タル 簡易 無線 の 緊急 放送 は 受信 し ます 。 
( 当社 製 対応 トラ ン シ ー バ ー を 送信 機 と し て 使用 時 ) 
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加 戸別 受信 機 モ ー ド に つい て 


戸別 受信 機 モ ー ド と は 、 通 常 及 び 緊 切 放送 を 間 く ため の モー ド で す 。 通常 は この 


無線 、 及 び AM/ 


戸別 受 


モー ド で 使用 し ます 。 


お 買い 上 げに な っ た 時 点 で は 、 


デジ タル 簡易 無線 、 


特定 小 電力 無線 、 ア マチ ュ フ 


FM ラジ オ の 受信 周波 数 は 登録 され て いま せん 。 


信 機 モ ー ド と AM ラジ オ 、FM ラジ オ は それ ぞ れ 、①ー⑤ チ ャ ン ネ ル の 登 
録 可 能 チ ャ ン ネ ル が あり ます 。 


戸別 受信 機 モ ー ド で は 、 の ②③ チャ ン ネ ル は デジ タル 簡易 無線 の 登録 専用 、 チャ 


ン ネ ル は 特定 小 電力 


ます 。 


無線 、⑤ チ ャ ン ネ ル は アマ チュ ア 無 線 の 登録 専用 と な っ て い 


ACSH 機能 と は 、 周 波数 と ユー ザー コ 


デジ タル 簡易 無線 、 
ます 。ACSH 機能 を 使 


き 定 小 電力 無線 、 フ 


同じ も の を 自動 で 登録 する 機能 


で す 。 


チュ ア 無 線 の 登録 に は アル イン コ 独 
の 登録 機能 ACGSH(Auto Connect Shake Hands : アク シュ ) を 使用 し て 登録 し 
する に は 設定 済み の 親 機 が 必要 で す 。 


ー ド や トー ン 周 波数 を 自動 捜索 し て 検出 し 、 


Mud00000 し モー ド 又 は 秘話 が か か っ て いる と ACSH は で きま せ 


デジ タル 簡易 無線 周波 数 登録 再 
の チャ ン ネ ル が 受信 で きる よう 』 


(1) 


1. ライ ト ボ タン を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、「 デ ジタル 簡易 無線 ACGH モー 


デジ タル 簡易 無線 の 登録 方 法 


の ①②⑧③ チ ャ ン ネ ル に 複数 登録 し た 場 的 
中 番 に 待ち 受け し ます 


o 


ド で す 。 登録 し た い チ ャ ン ネ ル ①ー③ を へ (アップ ) マ ( ダ ウン ) ボタ ン 


で 選ん で くだ さい 。」 と ガイ ダン ス が 流れ ま 
.① チ ャ ン ネ ル の 赤 ラ ンプ が 点滅 し ます 。 へ 又は マ ボ タ ン を 押す と ラン プ が 


動 キ 、①ー③ の 書き 込む お チャンネル を 表示 し ます 。 チ ャ ン ネ ル を 合わ せ て 


3 秒間 待つ と 「ACSH 
し て くだ さい 。」 と ガ 


す 。 


を 開始 し ます 。 設 定 も と の トラ ン シ ー バ ー を 送信 


ダン ス が 流れ ます 。 


. あら か じ め チ ャ ン ネ ル と ユー ザー コ 


を 送信 し ます 。 


と ACSH が 完了 する ま 


. ACSH が 成功 する と 赤 


効 な 電波 を 受信 する と 「AOSHd 


ー ド を 設定 し て お いた トランシーバ ー 


で す 。 その まま 送信 を 続け こく だ さい 。」 


で 繰り 返し 流れ ます 。 


登録 され た チャ ン ネ ル | 


よ 〇 〇 、 ユ ー ザ ー 


色 点 減 が 点灯 に 変わ り 、「ACSH が 完了 し まし た 。 


ー ド は 〇 〇 〇 で す 。」 と ガイ ダ 


ンス が 流れ 登録 が 終わ り ま す 。 送信 を 止め ます 。 


6. 上 記 「1] の 操作 を 繰り 返す と 、 残 り の ら つつ の チャ ン ネ ル も 登録 する こと 


が で きま す 。 
7. 登録 内 容 を 変更 する と きも 「 1」 から 繰 り 返 し ます 。 新 し い 内 容 に 上 書き 
され ます 。 


ACSH モー ド で の 自動 設定 は 、 外 来 か ら の 強い 電波 に 影響 され て 誤 設 定 さ れる の を 
2 外来 電波 を 受信 し に くい 鉄筋 の 建物 内 部 の よう な 場所 で 行う の が 理想 
で す 。 


また 、 机 の 上 に 並べ て その すぐ 前 か ら 強 い 電 波 (5W) で 送信 する と 、 う まく ACSH 


で き な い 場合 が あり ます 。 そ の 時 は 設定 も と の トラ ン シ ー バ ー を Low パワ ー に 落と 
すか 、 本 機 と トラ ン シ ー バ ー を 1m 程度 離し て か ら 再 度 行っ て くだ さい 。 


本 機 を ACSH モー ド に し て 設定 も と の トランシーバ ー が 発する 電波 を 受信 し 、 自 動 
設定 が 完了 する まで の 時 間 は 数 秒 か ら 最 大 で 2 分 程度 を 要する こと が あり ます 。 
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XEAL3OD の 場合 
CH 番号 周波 数 [MHz] 
CHO1 351.20000 
CHO0g 351.20625 
CHO3 351.21250 
CHO4 351.21875 
CHO5 351.22500 
CHO6 351.23125 
CHOZ 351.23750 
CHO8 351.24375 
CHO9 351.25000 
CH10 351.25625 
CH1 1 351.26250 
CH18 351.26875 
CH13 351.27500 
CH14 351.28125 
CH15 351.28750 
CH16 351.29375 
CH17 351.30000 
CH18 351.30625 
CH18 351.31250 
CH20 351.31875 
CH81 351.32500 
CH2 ら 351.33125 
CH23 351.33750 
CH24 351.34375 
CH25 351.35000 
CH26 351.35625 
CH27 351.36250 
CH28 351.36875 
CH29 351.37500 
CHS30 351.38125 
CHS 1 351.16875 
CHS ら 351.17500 
CHS3 351.18125 
CHS4 351.18750 
CHS5 351.19375 
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XEAL40D の 場合 

CH 番号 周波 数 [MHz] CH 番号 周波 数 [MHz] 
CHO1 467.00000 CH34 467.20685 
CH0 ら 8 467.00625 CH35 467.21250 
CHO03 467.01250 CHS36 467.21875 
CHO04 467.01875 CH37 467.22500 
CHO5 467.028500 CH38 467.23125 
CHO6 467.03125 CH398 467.23750 
CHOZ 467.03750 CH40 467.24375 
CHO8 467.04375 CH4 1 467.25000 
CHO9 467.05000 CH4 ら 467.25625 
CH10 467.05685 CH43 467.26250 
CH1 1 467.06250 CH44 467.26875 
CH18 467.06875 CH45 467.27500 
CH13 467.07500 CH46 467.28125 
CH14 467.08125 CH47 467.28750 
CH15 467.08750 CH48 467.29375 
CH16 467.09375 CH48 467.30000 
CH17 467.10000 CH50 467.30625 
CH18 467.10685 CH51 467.31250 
CH198 467.11250 CH5 ら 8 467.31875 
CH80 467.11875 CH53 467.32500 
CH ら 21 467.12500 CH54 467.33125 
CH2 ら 467.13185 CH55 467.33750 
CH83 467.13750 CH56 467.34375 
CH24 467.14375 CH57 467.35000 
CH25 467.15000 CH58 467.35685 
CH86 467.15625 CH59 467.36250 
CH87 467.16250 CH60 467.36875 
CH28 467.16875 CH61 467.37500 
CH829 467.17500 CH6 ら 8 467.38185 
CH30 467.18125 CH63 467.38750 
CH31 467.18750 CH64 467.39375 
CH3 ら 8 467.19375 CH65 467.40000 
CH33 467.20000 
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( ら ) 特定 小 電力 無線 の 登録 方 法 
特定 小 電 力 無線 周波 数 の 登録 チャ ン ネ ル は ④ チ ャ ン ネ ル で す 。 


1. 選 局 ボタ ン を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、「 特 定 小 電力 無線 ACGSH モー ド 
で す 。] と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 


ら . この 時 、④ チ ャ ン ネ ル の 赤 ラ ンプ が 点滅 し て 「ACSH を 開始 し ます 。 設定 
も と の トラ ン シ ー バ ー を 送信 し て くだ さい 。]」 と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 
3. あら か じ め チ ャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 設定 し て お いた トランシーバー を 
送信 し ます 。 


4. 有効 な 電波 を 受信 する と 「ACSH 中 で す 。 その まま 送信 を 続け こく だ さい 。」 
と ACSH が 完了 する まで 繰り 返し 流れ ます 。 

5. ACSH が 成功 する と 赤色 点滅 が 点灯 に 変わ り 、「ACSH が 完了 し まし た 。 
登録 され た チャ ン ネ ル は 〇 〇 、 ト ー ン グル ー プ は 〇 〇 〇 で す 。」 と ガイ ダ 
ンス が 流れ 登録 完了 と な り ま す 。 


上 書き する (設定 を 変更 する ) 場合 は 「1」 の 作業 か ら 行っ て くだ さい 


寺 定 小 電力 無線 を 登録 し て いる と 、 登 録 し た 周 波数 で 送信 する こと が で さき 
ます 。 送信 ボ タン を 押す と ①-ー⑤⑥ の チャ ン ネ ル ラ ンプ が 赤色 に 点灯 し 送信 
状態 と な り ま す 。(1mW で 送信 し た 場合 は ④ .⑤@ の チャ ン ネ ル ラ ンプ が 赤 
色 に 点灯 し 送信 状態 と な り ま す 。) 送信 ボタ ン を 押し な が ら 、 マ イク に 向 
か っ て お 話し くだ さい 。 マ イク と 口元 は 5cm ほど 離し て くだ さい 。 送信 
ボタ ン を 離す と 受信 待ち 受け 状態 と な り ま す 。 


くだ ab ド で の 自動 設定 は 、 外 来 電波 に よる 誤 判 定 を 防ぐ た め 近 距離 で お こ な っ て 
ご 人 本 

本 機 を ACSH モー ド に し て 既存 機器 が 発する 電波 を 受信 し 、 自 動 設 定 が 完了 する まで 
の 時 間 は 数 秒 か ら 最 大 で 2 分 程度 を 要する こと が あり ます 
AOCSH モー ド を 起動 し 本 機 が 電波 を スキ ャ ン し て いる と き は 、 送信 側 (設定 も と ) 機 
器 の マイ ク か ら 音 声 が 入ら な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 に より 信号 が 乱 さ れ て 正 
常に 判定 で き な い こと が あり ます 
グル ー プ 番号 の 検出 に お いて 周波 が 近い も の は 動作 が 不安 定 で あっ た り 、 誤 


判定 する こと が あり ます 。( 例 : 「67.0Hz」 と 39 番 「69.3Hz] な ど ) 数 回 ス 
の Se の は グル ー プ 番号 を 01 一 38 番 の 範囲 に 設定 し て 
選 こさ い 。 


よる 自動 設定 は で きま せん 。( 当 社 製 の 中 継 器 は 初期 値 が B で ACSH に 対応 し ます が 、 
ユー ザー 設定 で A に 切り 替え る こと も で きる の で 、 ご 注意 くだ さい 。) 

中 継 器 が 発する 電波 の 検出 を する と き は 、 外 来 電波 ( 他 の 中 継 器 ) に よる 誤 検知 を 防 
ぐ た め 中 継 器 の 近く で お こ な っ て くだ さい 。 
中 継 器 か ら 発 せら れる 電波 を スキ ャ ン す る と き は 、 グ ルー プ (トー ン ) 信号 が 正常 に 
判定 で き な い こと が あり ます 。 機器 に より グル ー プ (トー ン ) 信号 の 波形 や 精度 が 異 
本 この よう な と き は グル ー プ 番号 を 0 1 一 38 番 の 範囲 に 設定 し て ご 
喝 こさ い 


中 継 器 の 周波 数 帯 を A (440MHz 帯 送信 ) に 設定 し て いる 場合 は 、ACSH モー ド に 
|《 士 忌 か 


CH 番号 周波 数 [MHz] CH 番号 周波 数 [MHz] 
LO1 428.5000 BO1 428.0500 
LOg 428.8125 BOg 422.0625 
LO3 4858.5250 BO3 4285.0750 
LO4 428.5375 BO4 428.0875 
LO5 428.8500 BO5 422.1000 
LO6 428.8625 BO6 425.1125 
LO7 4828.8750 BO7 422.1250 
LO8 428.5875 BO8 422.1375 
LOg 4258.3000 BO9 422.1500 
B10 422.1625 
CH 番号 | 周波 数 [MHz] | A 周 波数 [MHz] B11 422.1750 
L10 481.8125 440.5625 
L11 421.8250 440.2750 CH 番号 | B 周波 数 [MHz] | A 周 波数 [MHz] 
L18 421.8375 440.8875 B12 421.5750 440.0850 
L13 421.8500 440.3000 B13 421.5875 440.0375 
L14 481.8625 440.3125 B14 481.6000 440.0500 
L15 421.8750 440.3250 B15 421.6125 440.0625 
L18 481.8875 440.3375 B16 421.8250 440.0750 
L1 フ 481.9000 440.3500 B17 421.6375 440.0875 
L18 421.9125 440.3625 B18 421.8500 440.1000 
B19 421.8625 440.1125 
B20 421.8750 440.1850 
B21 421.8875 440.1375 
B2g 421.7000 440.1500 
B23 4281.7125 440.1825 
B24 481.7850 440.1750 
B25 421.7375 440.1875 
B26 421.7500 440.2000 
B27 421.7625 440.8125 
B28 481.7750 440.8850 
Beg 421.7875 440.8375 
本 . 複 信 連結 中 継 通信 モー ド で の 周波 数 帯 に つい て 
土 思 A 選 択 時 : 440MHz 側 を 送信 し ます 。(ACSH で きま せん 。) 
B 選択 時 : 421MHz 側 を 送信 し ます 。(ACSH で きま す 。) 
トー ン 周 波数 一 覧 (グル ー プ 番号 ) 
番号 周波 数 番号 周波 数 番号 周波 数 番号 周波 数 
01 67.OHz 16 114.8Hz 31 192.8Hz 46 196.6Hz 
08 71.9Hz 17 118.8Hz 82 208.5Hz 47 199.5Hz 
03 74.4Hz 18 123.0Hz 33 210.7Hz 48 206.5Hz 
04 77.0Hz 19 127.3Hz 84 218.1Hz 49 229.1Hz 
05 79.7Hz 20 131.8Hz 35 225.7Hz 50 254.1Hz 
06 82.5Hz 21 136.5Hz 36 233.6Hz 
07 85.4Hz 22 141.3Hz 37 241.8Hz 
08 88.5Hz g3 146.2Hz 38 250.3Hz 
09 91.5Hz 24 151.4Hz 39 69.3Hz 
10 94.8Hz 25 156.7Hz 40 159.8Hz 
11 97.4Hz 26 162.2Hz 41 165.5Hz 
12 100.0Hz 27 167.9Hz 48 171.3Hz 
13 103.5Hz 28 173.8Hz 43 177.3Hz 
14 107.2Hz 29 179.9Hz 44 183.5Hz 
15 110.9Hz 80 186.2Hz 45 189.9Hz 


23 


24 


(3) 


アマ チュ ア 無 線 の 登録 方 法 


アマ チュ ア 無 線 


周波 数 の 登録 チャ ン ネ ル 


ト 記 の リス 
任意 に 選ん で 設定 で きま す 。 
ド タ ン を 押し な が ら 電 源 入 れ 


選 


の 周波 数 し か 登 


ラジ オル 


録 で きま せん 。 


ま ⑤ チ ャ ン ネ ル で す 。 


ACSH モー ド で す 。] と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 


トー ンス ケル チ は 5 0 トー ン か ら 


る と 、「 ア マチ ュ ア 無線 438MHz 帯 


ら . この 時 、⑤ チ ャ ン ネ ル の 赤 ラ ンプ が 点滅 し て 「ACSH を 開始 し ます 。 設定 
も と の トラ ン シ ー バ ー を 送信 し て くだ さい 。」 と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 

3. 設定 も と の トラ ン シ ー バ ー を 送信 し ます 。 

4. 有効 な 電波 を 受信 する と 「ACSH 中 で す 。 その まま 送信 を 続け こく だ さい 。] 
と ACSH が 完了 する まで 繰り 返し 流れ ます 。 

5. ACSH が 成功 する と 赤色 点 減 が 点灯 に 変わ り 、「ACSH が 完了 し まし た 。 
登録 され た チャ ン ネ ル は 〇 〇 、 ト ー ン 周波 数 は 〇 〇 . 〇 Hz で す 。」 と ガイ 
ダン ス が 流れ 登録 完了 と な り ま す 。 (設定 で きる トーン 周 波数 は 特定 小 電 
力 無線 と 同じ で す 。) 

6. 上 書き する (設定 を 変更 する ) 場合 は 「1」 の 作業 か ら 行 っ て くだ さい 

CH 番号 周波 数 [MHz] 
A1 438.000 
A ら 438.100 
A3 438.200 
A4 438.300 
A5 438.400 
AG6 438.500 
AZ 438.600 
A8 438.700 
A9 438.800 
A10 438.900 

消 Ma ャ ン ネル の ACSH モー ド に 入り ます 。「ACSH モー ド で す 」 の 

アナ ウン ス 中 に 、 例え ば デジ タル 簡易 無線 の 場合 で は へ マ ボ タ ン で 消す チャ ン 

ネル を 選び 、 その 他 の チャ ン ネ ル で は その まま [再生] ボタ ン を 長押 し する と 「 登 

録 し た チャ ン ネ ル 情 報 を 消去 し ます か ? 消去 する 場合 は 送信 ボタ ン を 、 消 去 し 

な い 場 合 は その 他 の ボタ ン を 押し て くだ さい 。]」 と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 

送信 ボタ ン を 押す と 、「 消 去 が 完了 し まし た 。] と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 

操作 途中 1 分 簡 無 操作 状態 が 続く と 自動 的 に 通常 モー ド に 戻り ます 。 


(5) ACSH ロッ ク 


誤っ て 登録 チャ ン ネ ル 情 報 を 書き 換え た り 
ACSH モー ド に 入ら な いよ う 
l 


(6) 


5. 
6. 


の 


. 同じ 聞 


. ACSH 


電源 を 切っ た 状態 で 、5 秒間 以内 に ラ 
し た 直後 に 電源 を 入れ 
ACSH 


陣 作 で 「ACSH モ 


ダン ス が 流れ 、 


る と 、 


、 消 去 し た りす る こと が 無い よう 


こす る た め の 


ッ ク 機 能 で す 。 


ト 、 選 局 、 送 信 ボ タン を 順番 に 押 


「ACSH 1 
ッ ク ] 


* の 


流れ 、ACSH 


ツ ク が 解除 され ま す 。 
ッ ク 中 に ACSH モー 
す 。] と ガイ ダン ス が 流れ ま 
AM、FM ラジ オ の 登録 方 法 


. AM、FM ラジ オ は それ ぞ れ ①ー⑤ の 5 チャ ン ネ ル に 登録 で き 
AM ラジ オ は 夜間 に 登録 する と 


ド に 入 


す 。 


伏 態 と な か り ま す 。 
ッ ク が 解除 され まし た 。] と ガイ ダン ス が 


昼間 聞こ 


と ガイ 


ー ド が ロッ ク さ れ ま し た 。」 


ろう と する と 、「ACSH 


ッ ク 中 で 


ます 。 
えな い 遠 方 の 局 を 選 局 する こと が 


あり ま 


い 。 受 信 す る と きも 電波 が 弱く て ノイ ズ が 入る 時 は 


し て くだ さい 


は 暗 凌 ミ 


周波 数 を ガイ ダン ス 
マツ ボタン で 微 調整 が で きま す 。 


度 選 局 ボ タン を } 


ライ ト ボ タン を 
ンス し ます 。 


違う 放送 局 を 登録 


. ラ ジオ ボタ ン を 押す ご と 
オオ フ で す 。] と ガイ ダン 
. AM ラジ オ を 選択 し た 時 
ジラ ンプ が 点滅 し ま 
い 放 送 局 を 登録 し た 


す 。 


長押 し する と サ 
長押 し する と 登録 し て 


す 。FM ラジ オ を 登録 する と き は 


ッ ド アン テ ナ を 伸ばし て くだ さ 


ッ ド アン テ ナ を 伸 ば 


こ 「AM ラジ オ で す 。] 「FM ラジ オ で す 。] 「 ラ ジ 
ス し ます 。 登録 し た い ほ う を 選び ます 。 


は 緑 ラ ンプ が 、 


FM ラジ オ を 選択 し た 時 は オレ ン 


も し 登録 済み 


ナ れ ば その まま 上 書き で き 
尿 02 ャ ン ネ ル 番 号 を ヘマ ボタ ン で 選び ます 。 
選 局 ) が 始 
伯 RT ラジ は デ レツ ツラ ンド 深 し ます 
し て 、 放 送 が 聞こ えま す 。 


まり ま 


で あれ ば ラン プ が 点灯 し ます が 、 新 


ます 。 
選 局 ボタ ン の 長 # 
チ 中 、AM ラジ オ は 緑 ラ ン 

1 きつ か る と 止ま っ 
周波 数 が ずれ て いる 時 は 


ー 


す 。 サ 


し た けれ ば 「4」] か ら 


ラジ オ を 聞く に は ラジ オ ボ タ ン で AM か FM を 選 
RR し ます 。 受信 を 止め る に は ラジ オ ボ タ ン を 押し て 「 ラ ジオ オフ で す 。」 
信 機 モ ー ド に な り デ ジ 


チ が 再開 し 、「4」 の 動 


作 と な り ま す 。 
了 し まし た 。] と ガイ ダ 


登録 が 完 


操作 を 繰り 返し ます 。 
民 び 、 へ ヘマ ボ タン で チャ ン ネ 


ル を 選 
を 選び ます 。 戸別 受 
ます 。 


(7) AM、FM ラ 


ル 簡 易 無線 他 の 受信 待ち 受け を し 


ジオ の 登録 チャ ン ネ ル 消 去 方 法 


ヘマ ボタ ン で 消去 し た い チ ャ ン ネ ル を 選び ラジ オ ボ タ ン を 押し な が ら ラ イト ボ 


タン を 押す と 、「 登 録 し た チャ ン ネ ル 情 報 を 消 デ 
消去 し な い 場 合 
ンス が 流れ ます 。 送信 ボタ ン を 押す と 、[ 
消去 が 完了 し ま 


信 ボ タン を 、 
が 流れ 、 


は その 他 の ボ 


す 。 


し ます か ? 消去 する 場合 は 送 
\ タ ン を 押し て くだ さい 。]」 と ガイ ダ 


肖 去 が 完了 し まし た 。] と ガイ ダン ス 
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回 特定 小 電 


症 


うこ と が で きま す 。 戸別 受 信 機 モー ド で の 
チャ ン ネ ル や グル ー プ 番号 を 変更 する な ど 
常 の トラ ン シ ー バ ー と 同様 の 操作 が で きま す 。 こ の モー ド に する と 本 来 の 目 


電力 無線 機 モ ー ド に つい て 


本 機 を 特定 小 電力 無線 機 と し て 使う 
\ 電 力 無線 通信 機能 と 異な り 、 


EIC 


全 


の 戸別 受信 が で き な く な る た め 、 こ こ で は あえ て 説明 致し ませ ん 。 


い に な る と き は 、 操 作 の 詳細 を 弊社 電 


そちら を ご 覧 くだ さ 
回 その 他 の 機能 


(1) 難 種 設定 機能 
ラジ オ と 送信 ボタ ン を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 「 台 種 設定 モー ド で す 。」 


選 


と ガイ ダン ス が 流れ ます 


o 


この 機能 の 内 容 を 理解 され た うえ で お 使 
子 事 業 部 HP、 2 ー ド 、 


無線 放送 シス テム 欄 で 説明 し て お り ま す の で 、 


ら . へ マ ボ タ ン を 押す ご と に 設定 項目 と 設定 値 が ガイ ド さ れ ま す 。 ラ ジオ ボタ 
ン で 設定 値 を 選び ます 。 
3. 送信 ボタ ン を 押す と 、 設 定 を 確定 し て 通常 モー ド に 戻り ます 。 
4. 操作 途中 1 分 簡 無 操作 状態 が 続く と 自動 的 に 通常 モー ド に 戻り ます 。 
設定 項目 設定 値 初期 値 
ガイ ダン ス 最 小 音量 設定 0-3 ら 
デジ タル 簡易 無線 録音 設定 OFF/ON ON 
特定 小 電力 無線 録音 設定 OFF/ON OFF 
アマ チュ ア 無 音 設定 OFF/ON OFF 
アク ロー ン モ ー ド 設定 OFF/ON OFF 
ー ト フォ ン ア プリ モー ド 設 定 [OFF/ON ON 
デジ タル 簡易 無線 チャ イム 設定 |OFF/ON ON 
デジ タル 簡易 無線 サイ レン 設定 |OFF/ON ON 
短 時 間 放 送 非 録音 設定 全て 録音 、1 秒 以下 、3 秒 ] 全 て 録音 
以下 、5 秒 以 下 、10 秒 以下 
金 ガイ ダン ス 最 小 音量 設定 


ボリ ュー ム 最 小 位置 の ガイ ダン ス 音 量 を 設定 で きま す 。0( 無音 ) 一 
3( 音量 大 ) を 選 点 こと が で きま す 。 


金 デジ タル 簡易 無線 録音 設定 
デジ タル 簡易 無線 録音 を ON/OFF する こと が で きま す 。 


特定 小 電 力 無線 録音 


フ 


ミル コー 


p: が ヨ 
特定 小 電力 無線 録音 を ON/OFF する こと が で きま す 。 


チュ ア 手 線 録音 設定 


アマ チュ ア 無 線 録音 を ON/OFF する こと が で きま す 。 
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録音 機能 よ 1 つ し か 使え ませ ん 、 


録音 


機能 は 全て ON に し て 併 た ます が 録 音 の 優 


先 順 位 は デジ タル 簡易 無線 、 特 定 小 電力 無線 


な る 放送 は 録音 で きま せん 


( アマ チュ ア 無 線 ) の 順 で す 。 同時 に 


(②) 


ト 2 
ト 2 
ト 2 


ト 2 


ト 2 


放 


. 初 


録 


アク ロー ン モ ー ド 設定 


スマ ー ト フォ ン ア プリ モー ド 設 定 


アク ロー ン モ ー ド を ON/OFF する こと が で きま す 。 


スマ ー ト フォ ン ア プリ モー ド を ON/OFF する こと が で きま す 。 


デジ タル 簡易 無線 チャ イ 


ム 設 定 


デジ タル 簡易 無線 通常 放送 の 上 り 下 り チ ャ イム を 鳴ら す 鳴ら さ な い を 


選択 する 設定 で す 。 
デジ タル 簡易 無線 サイ レ 


ン 設 定 


デジ タル 簡易 無線 緊 切 放 送 の サイ レン を 鳴ら す 鳴ら さ な い を 選択 する 


設定 で す 。 
短 時 間 放 送 非 録音 設定 


誤っ て 放送 され た と き な ど の 意味 の な い 短い 放送 を 録音 し な いよ うに 


設定 する こと が で きま す 


o 


短い 放送 も 削除 せ ず 全て 録音 か ら 、 
10 秒 以下 の 放送 は 録音 し な いよ う 設 定 する こと が で きま す 。 


放送 録音 機能 


送 を 自動 的 に 録音 する 機能 


で す 。 


1 秒 以下 、3 秒 以 下 、5 秒 以下 、 


期 設 定 は デジ タル 簡易 無線 放送 の み 録音 し ます 。 1 件 5 分 まで で 8 件 


音 で きま す 。9 件 目 か ら は 古い 


銀 音 か ら 順 番 に 消去 され ます 。 


送 録音 を 全て 消去 する と き は 、 


再生 


ボタ ン を 押し な が ら へ ヘボ タン を 押し 


(3) 


、 録 


ボ 


す 。「 放 送 録音 を 消去 し ます か ?」 から 始ま る ガイ ダン ス に 従い 、 送 信 


まし た ら 完 了 で す 。 


マイ ク 銀 音 機能 


タ 


生 ボ タン を 押し な が ら 電 
ン を 押し な が ら マ イク に 
て 録音 モー ド と な り ま す 。 


生 ボ タン を 押し て いる 間 の み 銀 音 


が 自動 的 に 再生 され ます 。 


電源 を 入れ 直す と 通常 モー ド に 戻り ま 


イ 


タン を 押し て くだ さい 。「 放 送 録音 を 消去 し まし た 。] と ガイ ダン ス が 流 


原 を 入れ る と 「 マ イク 銀 音 モー ド で す 。 再 生 ボ 
向かっ て お 話し くだ さい 。] と ガイ ダン ス が 流 


され ます 。 再生 ボ タン を 離す と 録音 し 
ク か ら の 録音 件 数 は 最大 3 分 1 件 の 


す 。 


され た 音声 を 確認 する に は 再生 ボタ ン を 長押 し 


信 さ れ ま す 。 


常 モー ド で 、 改 め て 録音 
定 小 電力 無線 送信 中 再生 ボタ ン を 


す と 、 マ イク か ら 録 音 さ れ た 音声 か 


音 を 消去 す る と き は 、 再生 


ク 銀 音 を 消去 し ます か ?] 


か ら 始 


ボタ ン を 押し な が ら マ ボタ ン を 押し ます 。「 マ 


まる ガイ ダン ス の 通り に 送信 ボタ ン を 


し 、「 マ イク 録音 を 消去 し まし た 。」 で 完了 で す 。 
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(4) エア クロ ー ン 機能 
アク ロー ン 機 能 と は 、 未 設定 の 子 機 を 、 設 定 が 済ん だ 親 機 か ら 無線 で 任意 の 
台数 を 一 度 に クロ ー ン する 機能 で す 。 まき EE 
で す 。 子 機 は どん な 設定 に な っ て いて も 、 全 て 親 機 の 設定 に 書き 換わり ます 。 
. ラ イト 、 ム 、 マ ポ タン を 同時 に 押し な が ら 電 源 を 入れ る と ガイ ダン ス が 流 
れ て ① て ⑤ の ラン ブ が 全て 緑 点 滅 し エア クロ ー ン モー ド と な り ま す 。 親 機 
も 子 機 や も 全て エア クロ ー ン モー ド に し ます 。 
親 機 の 送信 ボタ ン を 押し ます 。 約 1 分 その まま 待つ と 「 エ アク 
了 し まし た 。] と ガイ ダン ス で お 知ら せ し ま す 。①ー⑤ の ラン プ も 
に 変わ り ま す 。 


電源 を 入れ 直す と 


ト 


ー ン が 完 
緑 点 灯 


AN 


> 呈 営 


肌 淀 モー ド に 戻り ま 
F ラ ー 時 は 「 エ アク ロー ン に 失敗 し ま 
の ラン プ が 赤 点 滅 し ます 。 


F ラ ー に な っ た と き は 親 機 の 送信 ボタン を # 
タタ を 送り 直し ます 。 


(5) スマ ー ト フォ ン ア プリ モー ド 
スマ ー ト フォ ン の アプ リ を 使用 し て 各種 
1. 弊社 電子 事業 部 日 DP の 「 ダ ウン 

ー ド し て 、 必 要 な 設定 を し ます 。 

へ 、 マ 、 選 局 ボタ ン を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と ガイ ダン ス が 流れ て スマ ー 

フォ ン ア プリ モー ド と な り ま す 。 

スマ ー ト フォ ン の スピ ー カ ー 部 を 本 機 の マイ ク 部 に 近 

(5 cm 以内 ) 

4. ス マー ト フ ォ ン アプ リ の デー タ 送 信 ボ タン を 押す と 、 デ ー 

す 。 (回 由 回 と が し ま す 。) 

電源 を 入れ 直す と 通常 モー ド に 戻り ます 。 

. ス マー ト フ ォ ン アプ リ の 詳細 に 関し て は 弊社 電子 事業 部 HP、 ダウ ン ロ ー ド 、 

無線 放送 シス テム 欄 で も 説明 し て お り ま す の で 、 そ ちら を ご 覧 くだ さい 。 

テリ ー セ ー ブ 


動 的 に 本 体内 部 で 電源 を 短い 間隔 で オン オ フ さ せる こと 
状態 の ※ 電力 を 抽 えま す 。 電 源 フ タプ ブタ 使用 時 に は バッ 


d. 
4. 


す 。 
し た 」 と お 知ら せ し て 子 機 の ひ ー⑤ 


度 押 し て くだ さい 。 最 初 か ら デ ー 


設定 を 行う モー ド で す 。 
ド 」 ペー ジ か ら 専 ニュ アル を ダウ 


AN 


: 


d. 提 づ け て くだ さ 


が 転送 され ま 


よ あ り ま せん 。 
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テリ ー] 


ビー ブ は 働き ませ ん 。 


動 的 に 機能 する た め 


バッ テリ ー セ ー ブ が 動作 し て いる と き 放 送 や 
こえ る こと が あり ます が 、 


部 分 が 欠 


通信 を 受信 する と 、 


設定 操作 
通話 の 始め の 


ナ て 間 


異常 で は あり ませ ん 。 


(7) 信号 強度 測定 モー ド 


各 チ ャ ン ネ ル の 受信 信号 の 強 さ が 確認 で きま す 。 本 機 を 設置 する 場所 が 適当 


か 


判断 する の に 便利 な 機能 で す 。 
1. 送信 ボタ ン を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ら . ヘマ ボタ ン で 信号 の 強 さ を 確認 し た い チ ャ ン ネ ル に 合わ せま す 。 
3. 信号 を 受信 し た と き 、 強 さ に 合わ せ て ①ー⑤ の ラン プ が 点灯 し ます 。 
強い 三 全て が 緑色 に 点灯 、 や や 強い = ニオ レン ジ 色 に 点灯 、 弱 い ニ 赤色 に 点 
灯 
4. 電源 を 入れ 直す と 、 通 常 モ ー ド に 戻り ます 。 
に 隔 て も ノイ ズ の 影響 で ラン プ が 点灯 、 点 減 す る こと が あり ます が 
常 で は あり ませ ん 。 
(8) 現在 の 設定 状態 の 確認 
ラジ オ と 再生 ボタ ン を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 現在 の 設定 状態 が ガイ ダン ス 
で 流れ ます 。 
(9) オー ルリ セッ ト 
本 機 を 工場 出荷 状態 に 戻す こと が で きま す 。 
1. 電源 を 切っ た 状態 で 、5 秒間 以内 に ライ ト 2 回 、 へ 1] 回 、 マ 3 回 、 選 局 
1 回 を 押し た 直後 に 電源 を 入れ る と 、 喝 出 荷 状 態 に 戻し ます か ? 戻す 
場合 は 送信 ボタ ン を 、 戻 さ な い 場 合 は その 他 の ボタ ン を 押し て くだ さい 。」 
と ガイ ダン ス が 流れ ます 。 
ら . 送信 ボタ ン を 押す と 「 工 場 出荷 状態 に 戻し まし た 。] と ガイ ダン ス が 流れ 
工場 出荷 状態 と な り ま す 。 
3. 操作 途中 1 分 簡 無 操作 状態 が 続く と リセ ッ ト さ れず に 自動 的 に 通常 モー ド 
に 戻り ます 。 
(10) ファ ー ム バー ジョ ン の 確認 
選 局 と ラジ オ ボ タ ン を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 現在 の 本 機 の プロ グラ ム バ ー 
ジョ ン が 「 フ ァ ー ム バー ジョ ン は 〇 . 〇 〇 で す 。」 と ガイ ダン ス で 流れ ます 。 
当社 に て 修理 や 点検 の 時 に 使用 いた し ます 。 
(11) PC 設定 機能 
別売 の ERW-7 PC ライ ター ケー ブル を 使用 し て パソ コン で 本 機 の 設定 を し た 
り 、 設 定 状態 を 保存 し た りす る こと が で きま す 。 
PC 設定 ソフ ト の 詳細 は 弊社 電子 事業 部 HD、 ダ ウン ロー ド 、 無 線 放送 シス テ 
ム 欄 を ご 覧 くだ さい 。 
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付属 品 の 取り 付け 方 


田 乾電池 の 入れ 方 


1. 乾電池 ホル ダー の フタ の ツメ を 下方 
向 に 押し な が ら 、 手 前 に 引い て カ 
バー を 取り 外し ます 。 

ら . 乾電池 ホル ダー に 新品 の 単 三 形 乾 電 

池 4 本 を 取り 出し 用 リボ ン の 上 か ら 

「 填 ] 「 一 」 の 表示 に し た が っ て 装着 

し ます 。 

リボ ン の 先端 が 電池 の 下 に 隠れ な い 

うに し て くだ さい 。 


3. ホル ダー の フタ を 外し た 逆 の 手順 で 
も と に 戻し ます 。 
リボ ン を フタ で 挟み 込ま な いよ うに 
し て くだ さい 。 
・ 電 池 を 新しい 単 三 型 の アル カリ 乾電池 (LR6AG 相当 品 ) を ご 使 
くだ さ 


ン ガ ン 牧 電池 は 使用 ロ 能 時 間 が と て も 短く な り ま す 。 
・ 池 は 液 選 れ な ど 黄 沖 が な いか 3 ヶ月 を めど に 定期 的 に 不 横 し て くだ さい 
画 電電 池 に 関す る ご 注意 
乾電池 は 使い 方 を 誤る と 破裂 や 破損 、 発 熱 、 液 漏れ の 原因 と な り ま す 。 
次 の 注意 事項 を 必ず お 守り くだ さい 。 


・ 使 用 し た 乾電池 と 新しい 乾電池 を 混ぜ て 使用 し な い 。 
・ 4 本 と も 同じ 種類 の 乾電池 を 使用 する 。 


・ 分 解 し な い 。 加 熱し た り 燃 や し た り し な い 。 水 に 浸け な し 
・ 充 電 し な い 。 
・ 古 い 乾 電池 は お 住ま い の 自治 体 の 指定 に し た が っ て 、 正 し く 廃 棄 す る 。 


ン 


o 
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画 本 機 の 設置 (壁掛 け ) 
設置 場所 に 関す る ご 注意 

取り 付け の 施工 不良 や 天災 が 原因 で 起き た 落下 に よる 物 損 、 負 傷 な ど へ の 補償 は 

一 切 致 し か ね ます 。 設 置場 所 は 安全 に 本 上 し て 選ん で くだ さい 。 

・ 取 り 付 け 面 ( 壁 ・ 柱 な ど ) は 、 十 分 強度 が 確保 で きる 場所 を 選ん で くだ さ 

・ 壁 掛け 用 台座 の 取り 付け は 、 落 下 防止 の た め 付属 の ネジ を ご 使 SD 

・ 直 射 日 光 を 避け 、 振 動 の 少な い 、 小 さ な お 子 さ ま の 手 が 届 か な い 、 人 に ぶつ か 
ら な い 場 所 に 設置 し こく だ さい 。 

・ な る べく 送信 機 が ある 方 向 に 面 し た 場所 を 選ん で 、 取 り 付 け 前 に そこ で 全て の 
放送 が 受信 で きる か が 確認 し て か ら 設 置 し こく だ さい 。 以 下 の よ うな 場所 は 、 電 
波 を 受信 し に くい 環境 で す 。 

・ 金 属 製 の 壁 、 太 い 柱 が 多い 

・ 鉄 筋 の ビル や マン ショ ン の 中 で 、 窓 か ら 遠 い 

B 金属 の ドア で 閉じ られ る 事 が ある 


工事 を する 前 に P.28 の 信号 強度 ー ド を 使っ て 、 登 録 さ れ た チャ ン ネ ル の 電 
波 の 強 さ を チェ ッ ク し 、 安 定 し て 受信 で きる こと を 確認 し て くだ さい 。 
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1. 壁掛 け 用 台座 を 付属 の 取り 付け ネジ 2 本 (プラ ス ドラ イ バ ー) で 壁 ・ 柱 な ど 
に 取り 付け ます 。 
・ ネ ジ は 最後 まで きっ ちり 締め て くだ さい 。 


本 体 


へ 
へ 、(s 一 取り 付け ネジ 


壁掛 け 用 台座 


/ 1 


壁 ・ 柱 な どの 取付 面 


ら . 本 機 の 台座 用 穴 と 壁掛 け 用 
し ます 。 

・ 本 機 取 付 後 、 し っ か り 固定 で き て いる か 必ず 確認 し て くだ さい 。 

・ 本 機 を 取り 外す 場合 は 、 少 し 上 に 持ち 上 げ て 台座 か ら 外 し て くだ さい 。 


座 を は め 合 わせ 、 本 機 を 下 に スラ イド させ て 


弄 
合 


故障 と お 考え に な る 前 に 


完全 


症状 原因 処置 
電源 が 入ら な い 電源 スイ ッ チ が 切 に な っ て い | 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 
る 。 
電源 アダ プター の 差し 込み 不 | 電源 アダ プター の コン セン ト 及 


び 本 体側 ブラ グ の 差し 込み を 確 
認 する 。 


る 。 


電源 が 入ら な い 。 電池 の 入れ 方 が 間違っ て いる 。 | 電池 の プラ スマ イナ ス を 正しく 
(停電 時 ) 入れ 直す 。 

池 が 消耗 し て いる 。 4 本 と も 新しい 電池 に 交換 する 。 
音 が 出 な い 電源 スイ ッ チ が 切 に な っ て い | 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 


音量 が 小さ すぎ る 。 


適切 な 音量 に 調節 する 。 


チャ ン ネ ル 登 録 が され て いな 
い 。 


扱 説明 書 に 従っ て チャ ン ネ ル 
登録 する 。 


受信 が で き な い 、 途 切れ る 。 


電波 が 入り に くい 。 


ッ ド アン テ ナ を 伸ばし 、 向 き 
を 変え て みる 。 

本 機 の 設置 場所 を 窓際 な ど に 変 
更 する 。 


送信 状態 に な っ て いる 。 送信 ボタ ン ホ ー ル ド 設 定 が ON 
に な っ て いな いか 確認 する 。 
送信 状態 に な つて いる 。 スピ ー カ イク 用 ジャ ッ ク に 


ら また は 3 極 ブ ラグ を 挿し て い 
) か 確認 する 。 


送信 で き な い 。 


特定 小 電力 無線 を 登録 し て い 
な い 。 


取扱 説明 書 に 従っ て 特定 小 電 力 
無線 を 登録 する 。 


信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら 送 信 す る 。 

分 の 通信 時 間 制限 を 超過 し | 送信 ボタ ン を 離し 、 ら 秘 経過 し 

て いる 。 て か ら 送 信 す る 。 

送信 ボタ ン ロ ッ ク 設 定 が ON | 送信 ボタ ン ロ ッ ク 設 定 を OFF に 

に な っ て いる 。 する 。 

信号 強度 測定 モー ト ` に な っ て | 一 度 電源 を 切っ て 入れ 直す 。 

いる 。 

ACSH が で き な い 。 ACSH ロッ ク が か か っ て いる 。|ACSH ロッ ク を 解除 する 。 

親 機 の 電波 が 弱い 。 親 機 の 電波 状態 を 確認 する 。( 送 
信 出 力 が 出 て いる か ) 

親 機 の 電波 が 強 す ぎる 。 親 機 の 送信 出力 を Low パワ ー に 
変更 する 。 も し く は 本 機 と 親 機 
の 距離 を 少し 離し て みる 。 


電源 を 切っ て いて も 引 


電源 アダ プター が 接続 され て 


叶 池 が 


すぐ 消耗 する 。 


いな い 。 


電源 アダ ブタ ー を 接続 し こく だ 
さい 。 電源 スイ ッ チ を 切っ て い 


て も 待機 電流 で 電池 は 減り ます 。 


33 


34 


全 アフ ター サー ビス に つい て 旬 


画 保 計 書 


保証 書 は 購入 店 名 、 購 入 


の 記 


の 製造 番号 を お 確か め の 上 、 本 書 と 一 緒 に 大 切 に 保管 し て くだ さ 
と き は 販売 発行 の レシ 


入 (また は 再 


カ 


人 ス 人 デ ツ 


と 、 記 載 
。 記載 が な い 


ト 、 納 品 


な ど 購 入 店 と 購入 


の る 書類 を 


緒 に 保存 し て くだ さい 。 


購入 店 


と 購入 


な り ま す の で ご 注 


画 保証 期間 
同 梱 の 保証 書 に 記 


E 意 くだ さい 。 


和 


効 な 


へ ご 相談 


一 保証 期間 が 過ぎ ざた ら 


お 買い 上 
よっ て 機能 が 維持 


を ヨ 


ご 


へ ご 相談 くだ さい 。 


一 製造 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


間 、 製 品 を お 使 
不可 抗力 の 事 


弊社 で は 製造 終了 後 ] 


プ い た だ いた 販売 店 
で きる 場合 
アフ ター サー ビス や 製品 
キー ワー ド に イン ター ネッ ト 検 索 し て くだ さ 


不明 な 点 が あり まし た ら 


部 品 を 常備 し て いま 


衣 べ され て いる 期間 で す 。 
状態 で 上 記 の 期間 


また は 弊社 サー ビス 窓 


が 証明 


末 証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ い た だ いた 販売 
% く だ さい 。 保証 書 の 規定 に し た が っ て 無償 修理 いた し ます 。 


で き な い 場合 


に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 


店 ま 


は 製品 保証 が 無効 と 


は 、 お 手数 で す が 製 品 
た は 弊社 サー ビス 窓 


へ ご 


* 相 談 く だ さい 。 


修理 に 


( 半 


下記 の 期 
す 。 た だ 


に は 、 お 客 様 の ご 要望 に 


2 


ト り 有償 で 修理 いた し ます 。 
「 ア ルイ ンコ 


電子 FAG] 


ら 、 NPV 


い 頂 ける よう に 最低 限 必要 な 補修 


し 不測 ・ 


態 に より 在庫 


部 品 に 異常 が 


発生 し た よう な 場合 


よ ア フ 


で 、 あら か じ め ご 了承 


一 注意 事項 


補修 部 品 の 保有 期間 は 、 


表 く だ さ 


生 ) 0 


人 ビス を ご 提供 で き な く な る こ 


と も あり ます の 


改造 、 分 解 さ れ た り 銘板 や ラベ 


類 が 憶 


後 5 年 で す 。 


が され 


修理 見 積 や 保険 
本 製品 に は 明確 
弊社 の 製品 保証 


の 証明 書類 の 発行 は 、 
こ 定 め ら れ た 製品 寿命 は あり ませ ん 。 
こ は 、 取 り 付 け や 取り 外し に 掛か る 


部 1 


た 製品 
償 で す 。 


よ 、 修 理 を お 断り し ま 


す 。 


は 含ま れ て いま せん 。 


オプ ショ ン 一 覧 


EMS-682Y スピ ー カ ー マ イ ク 
ERW-Z PC ライ ター ケー ブル 


受信 周波 数 XEAL30D |351.16875 - 351.38125MHz 35ch 
(デジ タル 簡易 無線 ) | XEAL40D |467.00000 一 467.40000MHz 65ch 
422.0500 422.1750MHz 

422.2000 一 422.3000MHz 

421.5750 421.7875MHz (受信 ) 

421.8125 421.9125MHz (受信 ) 

440.0250 一 440.2375MHz (送信 ) 

440.2625 一 440.3625MHz (送信 ) 

受信 周波 数 (アマチュア 無線 ) |438.000 - 438.900MHz 100KHz ステ ッ プ 10ch 


送受 信 周 波数 ( 特定 小 電 力 無線 ) 


受信 周波 数 (AM ラジ オ ) 588 一 1710kHz 

受信 周波 数 (FM ラジ オ ) 76 一 108MHz 

受信 感度 ( デジ タル 簡易 無線 ) |-GdBu(BER1x10 う 
受信 感度 ( 特定 小 電力 無線 ) -14dBu(12dB SINAD) 
受信 感度 ( アマ チュ ア 無 線 ) -14dBu(12dB SINAD) 


電波 形式 ( 特定 小 電 力 無線 ) F3E(FM). F1D(FSK) 
送信 出力 ( 特定 小 電 力 無線 ) 10mW、1mW 


消費 電力 5W 

電源 AC100V (DC6V 出力 電源 アダ プター 付属 ) 
スピ ー カ ー 出 力 最大 出力 1W イン ピー タンス 8 0 
0 最大 出力 0.5W イン ピー ダン ス 8 0 
動作 温度 範囲 -10C 一 + 50C 

使用 乾電池 単 三 形 アル カリ 乾電池 4 本 (LR6AG 相当 品 ) 


デジ タル 簡易 無線 に お いて 5 分 受信 ノ 55 分 待ち 受け 動作 
の 繰り 返し で 24 時 間 以 上 (AM ラジ オン / FM ラジ オ 非 動 
作 で 新品 の 単 三 形 ア ルカ リ 乾 電池 LR6AG 相当 品 使用 の 場 
合 ) 

寸法 112(H)mm X 220(W)mm X 60(D)mm (突起 物 除く ) 
質量 約 630g ( 乾電池 含む) 


定格 は 技術 開発 に 伴い 、 予 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 


電池 使用 時 間 の 目安 (常温 ) 


田 納入 先 に よ つ て 仕様 ・ 定 格 が 異な る 場合 が あり ます 。 

較 仕様 ・ 定 格 ・ デ ザイ ン は 予告 な く 変 更 する 場合 が あり ます 。 

較 本 書 の 説明 朋 イ ラス ト は 、 実 物 と は 状態 や 形状 が 異な る 、 一 部 の 表示 を 省略 し 
て いる 、 等 の 場合 が あり ます 。 

較 本 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 

田 乱 ] ・ 落 ] は お 取り 替え 致し ます 。 


[ReHs) 自 
Es ルイ つつ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 支店 〒 103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁目 3 番 4 号 日 本 橋 プ ラ ザ ビ ル 14 階 TELO03-3278-5888 
名 古屋 支店 〒 460-0002 名 古屋 市 中 区 丸の内 1 丁目 10 番 19 号 サン エイ ビル 4 階 TEL.052-212-0541 
大 阪 支店 〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 肛 橋 4 丁目 4 番 9 号 淀屋橋 ダイ ビル 13 階 TEL.06-7636-2361 
福岡 営業 所 〒 812-0013 福岡 県 福岡 市 博多 区 博多 駅 東 2 丁目 13 番 34 号 エコ ー ビ ル 2 階 TEL092-473-8034 


製品 に 関す る ご 相談 は 
フリ ー ダ イア ル 妥 0120- 464 -007 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 宮 口 に つなが り ま す 。 
受付 時 間 ノ 10: 00 ー 17:OO 月 曜 一 金曜 (祝祭 日 及び 1 
ホー ムペ http://www.alinco.CoJp/「 電 


00 一 13:00 は 除き ます ) 


二 臨 


Copyright Ailnco,Inc. Printed in Japan. 
26 PS0957 
FNEM-NH 


